
放射線被曝後投与においても有効な放射線防護剤
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被曝前投与のみ有効
放射線防護剤

protector

.

被曝後投与：予期できない被曝(原子力施設事故、核テロ)急性放射線症 (ARS)（致死性の高線量全身被曝)
従来技術被曝後投与でも有効

放射線緩和剤

mitigator

被曝前投与：予期できる被曝(がん放射線療法)正常組織の被曝障害防護被曝前投与：予期できる被曝(がん放射線療法)正常組織の被曝障害防護�なぜ被曝後投与の放射線防護剤が必要か？

有効
有効

アミフォスチン (amifostine)
•米国で承認された唯一の放射線防護剤
•嘔吐・判断力機敏性低下の副作用

本研究による新技術

１. γ-TDMGの開発�特徴・独創性・優位性

世界に先駆けて実現する 無効
有効

作業者には投与不適γ-トコフェロール (ビタミンE)+ジメチルグリシン (アミノ酸)O

OCOCH2N(CH3)2 . HCl

２. 投与タイミングの検討被曝10時間後投与でも優れた効果米国防省は被曝後12時間投与を目標３. 投与量の検討10〜100 mg/kgで投与量依存投与量-効果曲線はベルシェイプ
γ-TDMG：γ-Tocopherol (ビタミンE) のプロドラッグ

１. γ-TDMGの開発優れた物性と高い安全性 ４. 作用機序の検討造血幹細胞の分化・増殖亢進
作業者には投与不適

• 低分子量
• 固形粉末
• 高水溶性
• 高安定性 脾コロニー形成試験投与後は
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米国では…
�予算：「流行病および大規模な危険への準備法」により核攻撃等への医療対策研究基金として数十億ドル、急性放射線症には５億ドルを計上
�承認：FDAの「Animal Efficacy Rule」によりi) 人の安全性試験、ii) 動物モデルの大規模効果試験、iii) 薬物の作用機構のみで医薬品として承認
�成果：CBLB502, EX-RAD, CLT-008, Prochymal, AEOL-10150 等数種類の候補化合物を開発中

Ｘ線全身照射（7.5 Gy）の前または後に100 mg/kgを腹腔内投与
�米国の競合技術に対抗するために (公的機関への期待)

Ｘ線全身照射（7.5 Gy），脾臓ブアン染色急性放射線症の臨床効果評価は…
�倫理的に実行不可能
�米国FDAの承認方法採用を期待
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